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ド
ラ
イ
バ
ー
に
交
通
安
全
を
呼
び
掛
け
 

（タイトルの標語は、八幡小学校3年、小平理絵さんの作品です） 
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　９月３０日、「第１８回八潮リサイクルフェア」がリサイクルプラザで開催さ
れました。このフェアを開催するに当たり、小中学生のリサイクルに関す
る標語と小学生のリサイクルに関するポスターの表彰が行われました。標
語は応募数２０３人中1９人、ポスターは応募数８６人中１２人が受賞され
ました。また、当日はあいにくの雨でしたが、自転車などのリサイクル品無
料抽選会や野菜の無料配布などで、会場内は熱気に包まれていました。 
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リサイクル、みんながやれば、いいやしお リサイクル、みんながやれば、いいやしお 
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「
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律（
平

成
１８
年
６
月
成
立
）」が
、平
成
２０
年
４
月
か
ら

施
行
さ
れ
、新
た
に
独
立
し
た
医
療
制
度
が
始

ま
り
ま
す
。 

被
保
険
者
 

　
新
た
な
医
療
制
度
の
被
保
険
者
と
な
る
方
は
、

埼
玉
県
内
に
お
住
ま
い
の
７５
歳
以
上
の
方
お
よ

び
６５
歳
以
上
７５
歳
未
満
で
一
定
の
障
が
い
の
あ

る
方（
申
請
し
て
広
域
連
合
の
認
定
を
受
け
る

必
要
あ
り
）で
す
。 

　
こ
れ
は
、現
行
の
老
人
保
健
制
度
に
お
け
る
老

人
医
療
対
象
者
と
同
じ
で
す
。 

※
健
康
保
険
組
合
等
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
方

も
対
象
と
な
り
、後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の

加
入
後
は
、国
民
健
康
保
険
、健
康
保
険
組
合
、

政
府
管
掌
保
険
、共
済
組
合
等
の
被
保
険
者
で

は
な
く
な
り
ま
す
。 

加
入
す
る
日
 

・
７５
歳
に
な
っ
た
と
き（
７５
歳
の
誕
生
日
当
日
か
ら
） 

・
７５
歳
以
上
の
方
が
埼
玉
県
に
転
入
し
た
日
か
ら
 

・
６５
歳
以
上
７５
歳
未
満
の
一
定
の
障
が
い
の
あ
る

方
が
申
請
し
て
、広
域
連
合
か
ら
認
定
を
受
け

た
日
か
ら
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被
保
険
者
証（
保
険
証
）は
、平
成
２０
年
３
月

下
旬
に
お
手
元
に
届
く
予
定
で
す
。 

保
険
料
 

　
保
険
料
は
、被
保
険
者
個
人
単
位
で
賦
課
し

ま
す
。保
険
料
の
徴
収
方
法
は
、原
則
と
し
て
特

別
徴
収（
い
わ
ゆ
る
年
金
天
引
き
）の
方
法
に
よ

り
ま
す
。 

お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
 

　
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
は
、埼
玉
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
交
付
し
た
保
険
証

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

　
窓
口
で
は
、老
人
保
健
制
度
と
同
様
、か
か
っ

た
医
療
費
の
一
部（
１
割
。
た
だ
し
、現
役
並
み

所
得
者
は
３
割
）を
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

運
営
の
し
く
み
 

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、埼
玉
県
内
の
全

市
町
村
で
構
成
す
る『
埼
玉
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
』が
運
営
の
主
体
と
な
り
、保
険
料

の
決
定
、保
険
証
の
交
付
、医
療
を
受
け
た
と
き

の
給
付
な
ど
を
行
い
ま
す
。 

　
市
で
は
、保
険
料
の
徴
収
、各
種
申
請
・
届
け

出
の
受
け
付
け
、保
険
証
の
引
き
渡
し
な
ど
、被

保
険
者
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
身
近
な
窓
口
業
務
を

行
い
ま
す
。 
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保
険
料
は
い
く
ら
？
 

　
保
険
料
は
、県
の
広
域
連
合
が
条
例
で
定
め

ま
す
。
実
際
の
保
険
料
は
、所
得
に
よ
っ
て
も
異

な
り
ま
す
が
、国
は
平
均
的
な
所
得
の
場
合
で
、

一
月
当
り
６
２
０
０
円
と
試
算
し
て
い
ま
す
。 

※
平
均
的
な
厚
生
年
金
受
給
者（
年
２
０
８
万

円
）と
し
て
試
算
 

　
な
ぜ
新
し
い
医
療
保
険
？
 

　
超
高
齢
社
会
に
お
い
て
も
医
療
保
険
制
度
を

維
持
し
て
い
く
た
め
、給
付
と
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
な

ど
か
ら
、高
齢
者
の
医
療
制
度
を
独
立
さ
せ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。 

　
保
険
料
は
ど
う
支
払
う
の
？
 

　
保
険
料
は
、年
金
か
ら
の
天
引
き
が
原
則
で
す

が
、年
金
額
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
軽
減
措
置

も
あ
り
ま
す
。 

※
詳
し
い
内
容
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、市
内
の
医
療

機
関
や
高
齢
者
施
設
な
ど
に
置
い
て
い
ま
す
。 

I
国
保
年
金
課
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　９月１３日から１６日まで、八潮メセナで「第２４回八潮市美術展覧会」
が開催されました。展覧会には、招待の部１０点、一般の部７４点、合
計８４点の作品が寄せられました。一般の部についての審査が行われ、
１５人の方が特別賞を受賞されました。なお、受賞作品（工芸・陶芸の
立体作品を除く）は、八潮メセナ館内各所に半年ほど展示公開されます。 
＜一般の部の審査結果＞（敬称略） 
市長賞　平賀已義（足尾銅山・油絵）・市議会議長賞　伊藤トシ子
（秋・日本画）・教育長賞　榎本良子（山頂の湿原・油絵）・文化協
会長賞　神場悦子（昼下がり〔スペイン〕・日本画 ) 
※このほか１１人の方が審査員奨励賞を受賞されました。 

　９月２８日、「秋
の全国交通安全
運動街頭キャンペ
ーン」がけやき通
りで行われ、八潮
市交通安全対策
協議会の皆さんが、
ドライバーに啓発
用品を渡しながら
交通安全を呼び
掛けました。 

　９月２３日、八潮高校グラウンドにおいて「第１８回八潮市民陸上競技
大会」が開催されました。 
　小学生の児童から、中学生、高校生、成人までの幅広い年齢層の
陸上競技選手が市内外から参加し、短・長距離走、幅跳び、棒高跳
び、砲丸投げなどの様 な々競技を行い、選手の皆さんは、声援を背に
受け、懸命に力の限りを尽くしていました。 


